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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
・伊藤　正明様　A14号室→B2号室
[bookmark: _GoBack]・嶋森　修子様　A16号室→B1号室

＜患者様連絡事項＞
・塚本　倉蔵様～柞木田Drより今後の療養環境（転院、サービス入れて自宅退院にするか等）についての提案、家族様のご意向確認のための面談日時調整依頼あり。2/3　16：00～主治医面談予定となる。

・砂場　友子様～2/2　16：30退院　初外来2/12　10：30～
　　　　　　　　深澤Drより個室移動の指示受けるも本人様より拒否あり。現状の大部屋のままで経過観察することとする。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察実施。開放中も自室から出ること無く経過され、脱衣、不潔行為無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。時折壁蹴りあるも、対面時は対応落ち着いている。妄想発言は継続している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。スタッフコールあるも頻度は少なく、14：00不安時ロラゼパム（0.5）１T服用。職員に対し「ハグして」等と話すことあり。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・寺井　のり子様～身体拘束中。バイタルサイン著変なし。痰鳴なく呼吸苦なし。体動やや活発で時折奇声あるが危険行為なく、拘束部位の循環障害なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・北村　奈美様～終日隔離中。食事は介助にて全量摂取され、むせこみなし。自室内で臥床されて過ごされている事多く、ズボンのみ脱衣されスタッフ介入している。妄想発言きかれている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜小栁Dr診察情報＞
・庭田　久美子様～臨時薬、ミルタザピン増薬、1日3回でカロナール服用出来る様に臨時処方として出ている。疼痛時のIFオーダーは1日1回ロキソプロフェンのみ服用可となり本人へ説明済。

・羽瀬　真智子様～臨時薬7日分処方となり、本日のみ乳酸ビペリデン（5）１A筋注2回（11：00、21：00）と指示でている。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和7年1月29日　9：13
　氏　　名：石戸谷　愛子（いしどや　あいこ）様
　生年月日：昭和31年12月22日(68歳)
　病　　名：高次脳機能障害、アルコール依存症
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr
サポート医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　　当院2回の入院歴あり(R5.10.26～R6.1.19、R6.5.31～R6.8.31)。
　　アルコール依存症治療プログラム実施を実施。退院後は当院外来
　　通院中。その後の経過としては衝動的に外出し飲酒してしまう事
　　が続いていたが、夫様は自宅での療養を希望されていた。
　　1/29朝6時30分に家から脱走、２４時間営業の食料品店でワイン
　　（11度）を手に入れ飲酒。路上で酩酊状態で倒れているところを
　　通行人に発見され、救急要請された。（今年に入って既に２回警
　　察に保護され自宅に送り届けられている）
　　来院時意識はJCSⅠ-3　車椅子乗車、酒臭あり、多弁であり酩酊状態。
　　救急隊現場到着時頭頂部痛の訴えがあったことから頭部CT検査を実施。
　　明らかな出血や頭蓋骨骨折は認めず。緊急性のある身体的異常はなし。
　　夫様に入院治療の必要性について説明、同意あったことから本日東病棟
　　Aユニットに医療保護入院となる。

＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和7年1月29日　9:59
　氏　　名：川尻　美奈子様（かわじり　みなこ）様
　生年月日：昭和52年10月31日(47歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット1号室

　＜経過＞
　　八戸市立市民病院、湊病院への入院歴あり。湊病院退院後、就労支援B型
　コスモス・訪問看護利用しながら自宅へ退院となっていた。青山荘体験実習
　歴あるが、断られた経緯あり。R5年2月計画相談をサポートセンター虹へ変
　更。就労も内容が合わない事を理由に2年程で止め、家族との不和もありR5年
　4月よりアパートでの単身生活を行っていた。R5年6月2日湊病院からの転医
　を希望し当院初診。その後定期的に外来通院行っている。当院へは2度の入院
　歴あり。前回入院時（R6年6月27日）は、幻聴が活発化しており、幻覚妄想
　状態にて恐怖感・不安感が増強し、本人も入院治療を強く希望したことから任
　意入院となっていたが、病棟到着後すぐに「ここは空気が合わない。」と退院
　要求あり。主治医診察するも退院の意思は変わらず主治医から退院許可あり、
　同日内に自宅に退院となった。その後も当院への外来通院を継続していたが、
　R7年1月中旬より近隣住民に対する被害念慮や家族関係への不安、身体不調か
　ら情動不安定となり、関係機関への連絡が頻回となっている。本人からの入
　院希望あり、病棟見学、療養環境について了承いただいた上で、本日任意入院
　となる。

＜入院患者様情報③＞
日　　時：令和7年1月29日　11:19
　氏　　名：櫻庭　直美様（さくらば　なおみ）様
　生年月日：昭和42年4月1日(72歳)
　病　　名：最重度知的障害 てんかん ダウン症候群
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　2歳時にダウン症候群と診断された。みたけ養護学校に通学し、昭和
　61年に恵水園に入所している。令和4年9月に意識消失があり、同月
　11日～16日まで久慈病院に入院。同院より処方があり服薬をしなが
　ら様子をみていたが、同年11月1日にも硬直発作症状があり救急搬送
　され、てんかん発作を抑える点滴が施行されている。その後、久慈
　病院脳神経外科にて真性てんかんの診断をうけ服薬治療を継続して
　いたが、当院への転院を依頼され令和4年11月10日、当院初診となり
　以後、定期的に外来通院・服薬を継続して行っている。R7年1月15日
　尿路感染症による発熱で久慈病院へ入院。治療は終了したが、ADLは
　ほぼ全介助状態まで低下し、現在の状態ではこれまで入所していた
　恵水園への再入所は困難と言われている。そのため、環境調整目的
　にて当院への転入院調整依頼があり、本日当院医療保護入院となる。

＜入院患者様情報④＞
日　　時：令和7年1月29日　　12:30
　氏　　名：大塚　勇人様（おおつか　はやと）様
　生年月日：昭和61年2月26日(38歳)
　病　　名：知的障害
　性　　別：男性
　主 治 医：金Dr
サポート医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　　地元の小学校卒業後、七戸養護学校へ入学し、同校高等部を卒業。その後
　1年程在宅で生活した後B型事業所ワークランドつばさの利用開始する。以降
　は自宅で生活しながら通所を継続していたが、数年で10kgの体重減少があり
　H28年度には右腕に打撲痕も見られていた。R5年3月14日に「お母さんに叩
　かれて怖いから、家に帰りたくない」とワークランドつばさへ相談入ったこ
　とから、三沢市と協議の上虐待案件として対応がなされる。両親は虐待を否
　定しているが、日常的な金銭搾取、ネグレクトなども疑われ虐待認定となっ
　ていた。同年8月22日にあかしや寮へ入所。入所時より窃盗行為や収集癖、
　他者への威嚇行為がみられ、他者への粗暴行為も見られることから、症状改
　善目的にR6.5.20当院初診。以降通院継続するが上記行為持続。施設での対
　応も困難となったことから入院治療の希望あり、本日当院入院となる。
